
▲小鍛冶炉跡を説明する富山大学前川教授 (左 )

本格″な鉄を
生産 し交易

F/JJ蒻遺跡

富山大学人文学部考古学研究室 (代表・

前川要教授 )が発掘調査を行っている唐川
城遺跡で 9月 8日 、現地見学会が行われ、

前川教授は、防御性高地集落の面積が 10万

平方メー トル以上にも及び、勢力を持った

大きな集団で組織的に鉄の生産を行い北海

道などと交易を行っていたのではないかと

いう見方を示しました。

今回の発掘調査では、鉄を加工するため

の精錬炉 と小鍛冶炉が見つか り、小鍛冶炉

のす ぐ脇には、熱 した鉄をたたいて形を整

えるための石 (金床石)や鎌の刃先のよう

なものが出土 してお り、生活に使 う土器が

見つかっていないことなどから鉄関連の工

房跡と認定できるとしています。

(関連記事8ページ)
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【ギ
ニ
湖
高
原
〕
と
一
体

り

ん

平
成
十
年
度
か
ら
青
森
県
と
林
野

庁
が
整
備
を
進
め
て
い
た
、
十
三
湖

高
原
地
区
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事

業
に
よ
る
森
林
公
園
⌒
モ
ー
林
公
園
）

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
八
月
二
十
五

日
関
係
者
八
十
人
が
出
席
し
て
同
公

園
で
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
園
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
市
浦
小

学
校
四
年
生
の
青
坂
祐
希
さ
ん
が
発

案
し
た

「
モ
ー
林
公
園
」
に
決
ま
り

放
牧
さ
れ
た
牛
と
豊
か
な
森
林
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

モ
ー
林
公
園
は
、
道
の
駅
と

一
体

と
な

っ
た
森
林
浴
の
で
き
る
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
ほ
か
二
十
八
種
類
の
樹
木



く
ネ
ー
ミ
ン
グ
発
案
者
の
青
坂
祐

　

く
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
で
　
　
　
　
　
　
く
階
段
を
登
る
と
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平成13年度 成人式           ‐‐ ‐

21騰紀御影若者4(り|が大入の伸‐周スリ

川 内 美 晴 さん

(脇 元)
し～うらんど海遊館勤務

『笑顔をたやさず。』

『やはりし～うらんど海遊館です。』

『立派奪大人になりたいですぅ]

F少し緊張しましたこ」

「ドライブやショッビングです。」
″今 したいことは

F旅行がしたいです.:

『しつかりした人:」

『責任をもって行動する大人になりたいです:」

郷
仁
に
拓
二
う

わ
れ
∴
め
た
来
そ

テ
ィ
七

ノ
タ
ー
を
会
場
に
平
成

ド

年
度
成
ノ
、
式
か
執

，，
行

わ
れ
ま
‐
ム́
．

成
ノ
、
式

に
は
、
昭
和
″
卜
五
年
間

人
の
う
ち
四
十
五
ノ
、
が
出
席
‐
ｔ́
ノ
、

式
典
で
は
、

上
催
者
の
本
付
教
育

長
が

「成
人
式
を
区
切
り
に
責
任
あ

式
辞
¨
高
松
村
長
、
工
藤
付
議
会
議

長
、
相
坂
利
雄
選
挙
管
理
委
員
長
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
¨



3 A18ι チろ

第
五
回

道
の
駅
・十
三
湖
高
原
ま
つ
り

元
小
馬
踊
り
、
相
内
の
虫
送
り
な
ど

の
郷
上
芸
能
や
市
浦
村

・
上
ノ
国
町

の
友
好
町
村
の

「
天
龍
風
神
」
に
よ

る
よ
さ
い
ソ
ー
ラ
ン
も
披
露
さ
れ
、

迫
力
あ
る
踊
―，
に
、
会
場
に
詰
め
掛

け
た
観
光
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
〓

＞
た
く
さ
ん
の
人
出
で
　
　
　
　
　
　
　
＞
上
ノ
国
町
天
龍
風
神
の

▲「市浦産野菜」売れ行き好調

～イベント用テントを設備～
平成13年 度宅 (じ 助成金でイベント用テント8基 を整備

今後、村で行われる各種のイベントの事業で活用されますⅢ

▲モー林公園「ウォークラリー」に申し込む参加者



水
槽
付
ポ
ン
プ
車
を
更
新

津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合

市
浦
消
防
署

熙ιチろ 16,

園子樋刑ウイタル割業担遭
掏別別鋼事業で当側
実取地区のほ場整備された農道は、原子燃料サ
イクル事業推進特別対策事業で舗装されました。

の
役
目
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

青
森
県
生
命
保
険
協
会
が

村
社
協
に
福
祉
巡
回
車
を
寄
贈

青
森
県
生
命
保
険
協
会
か
ら
、
村
　
　
金
も
同
協
会
会
員
四
千
人
の
寄
付
で

社
会
福
祉
協
議
会

（工
藤
誠

一
郎
会
　
　
賄
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
村
で
二

長
）
に
福
祉
巡
回
車

一
台

（軽
ワ
ゴ
　
　
十
六
台
目
の
寄
贈
と
な
り
ま
す
（

ン
車
）
が
寄
贈
さ
れ
、
九
月
五
日
関
　
　
　
悠
遊
郷
前
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で

係
者
が
出
席
し
て
寄
贈
式
が
行
わ
れ
　
　
は
、
工
藤
会
長
に
日
録
と
大
型
の
キ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
関
係
者
に

同
協
会
の
巡
回
車
寄
贈
は
、
地
域
　
　
よ
る
テ
ー
プ
カ
ツ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

の
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
平
　
　
た
。
引
き
続
き
高
松
村
長
が

「市
浦

成
三
年
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
　
　
村
で
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護

る
社
会
貢
献
活
動
。
巡
回
車
購
入
資
　
　
な
ど
の
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
る

が
、
手
足
と
な
っ
て
動
く
車
が
足
り
　
　
れ
ま
し
た
。

な
い
状
況
だ
っ
た
。
キ
メ
の
細
か
い
　
　
　
村
社
協
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

な
力
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
ｃ
同
　
　
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

協
会
に
村
社
協
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

▲今回配備された新型ポンプ車

▲工藤会長に大型のキーが手渡されました



(7)嫌 ι多ろ

つ夏ま
お盆期間中、村内各地区で夏まつりが行われました。

十三地区では、今年完成 した、緑地広場で「十三の砂山」

まつりが行われ、にぎわいを見せていました。

相内地区も、子供たちがねぶたを運行。残り少ない夏

のひとときを楽しんでいました。

▲国際交流に一役 アレンさん

も踊りの輪に (相内地区 )

望にたンプ
く
ね
ぶ
た
を
運
行

（相
内
地
区
）

▲地域のまつりが子供たちに

受け継がれます (十三の砂山)

▲「やきとり、おでんはいかが」
十三壮青年団の皆さん

～選鶴職議中の乗審数は266人～
市浦・蟹田間を結ぶ、観光路線バス「新やまなみ号」が 40日 間の運行を終了。期間中の総乗客数は、

266人で、一便あたりの平均乗客数は、1.6人 の実績になりました。

◆新やまなみ号 乗車実績◆

年  度 運 行 日数 乗 車 人 数 臭蹴 象
平成11年 度 015人

平成12年 度 441人

平成13年 度 1.6人

※11年 度は 1日 3往復 (や まなみバス)
※12年度から 1日 2往復 (新やまなみ号 )

「
新
や
ま
な
み
号
」

期
間
中
は
二
六
六
人
が
乗
車

488
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籠
口
■
■
■

去
る
八
月
二
十
四
日
ヽ
九
月
八
日

‘

に
か
け
て
、
宮
山
大
学
に
よ
る
市
浦

村

・
唐
川
城
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
三
年
目
と
な
る
唐

川
城
の
調
査
で
は
主
に
測
量
調
査
や

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
唐
川
城
の
発
掘
調
査

の
概
要
を
お

話
し
ま
す
。

鳳
ｕ
目
■
■

唐
川
城
は
十
三
湖
の
北
岸
に
位
置

し
、
標
高
百
六
十

ｍ
程
の
独
立
し
た

丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。
地
元
の
伝
承

で
は
安
藤
氏
と
南
部
氏
の
戦
に
お
い

て
、
唐
川
城
が
安
藤
氏
の
詰
め
城
に

利
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
〔

そ
の
中
で
唐
川
城
を
防
ぎ
切
れ
な
く

調
査
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
唐
川

城
が
利
用
さ
れ
た
時
代
や
そ
の
当
時

の
人
々
の
生
活
ぶ
り
を
解
明
す
る
こ

＞
今
回
の
調
査
で
出
土
し
た

鍛
冶
炉
跡

（石
は
金
床
石
）

ロ
ロ

固

Ｅ

目

１
城
跡
は
安
藤
氏
が

一
時
的
に
利
嘱

安
藤
氏
が
台
頭
す
る
以
前
の
平
安

時
代
後
期

一卜
Ｌ
紀

ヽ
十

一
世
紀

一

に
あ
た
る
防
御
性

・
高
地
集
落
で

あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
¨

〓
城
跡
は
大
き
く

三

つ
の
郭

（
北

郭
　
中
央
郭

・
南
郭
）
に
分
か
れ

て
お
り
、
北
と
南
の
郭
に
大
き
な

井
戸
跡
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
古

代
の
防
御
性

・
高
地
集
落
と
し
て

は
卜
万

耐
以
上
も
あ
る
津
軽
地
方

で
も
最
大
規
模
を
有
す
る
拠
点
集

落
と
考
え
ら
れ
ま
す
□

０
南
郭
の
調
査
で
は
井
戸
の
周
り
に

堅
穴
住
居
が
二
件
み
つ
か
り
ま
し

＞
出
土
し
た
五
所
川
原
産
須
恵
器

十
　
鉄
製
品
を
作
る

Ｌ
財
跡
ヒ
考

■ヽ

つ
れ

古
代
の
緊
型
炉
ヒ
呼

ば
れ
る
鉄
を
精
錬
す

る
炉
跡
が
見

つ
か

っ

た
こ
と
で
す
ら
鉄
を

作
る
に
は
大
き
く
製

鉄

・
精
錬
　
鍛
冶
の

三

つ
の
行
程
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は

二
番
目
の
行
程
の
跡

が
見

つ
か
り
ま
し
た
〕

市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
　
榊

原
　
滋

音同
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